
評価シート（B）　（施策評価：施策を構成する事業の評価）

事業の手段
（内容）

業績
指標名
（単位）

H１６ H１７

事業費計（千円） 442,947 2,940,425 2,847,676

5

4

3
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442,947 2,940,425 2,847,676

4.2
地域や国、そし
て世界を安定し
て発展させるた
めに欠かせない
食産業をささ
え、かつ発展さ
せるようなビジネ
スリーダーを育
成する

678018.1

食産業学部
の卒業者数

00
宮城大学に、第３
学部として食産業
学部を設置した。

食産業学部
の出願倍率
（倍率=出願
者数/定員）
（％）

4.7

625622.3

－1

環境の時代
２１世紀に
「食」と「農」
と「環境」の
未来を拓く
スペシャリス
トの養成を
事業の対象
としている。

（何をしたのか）

（事業の活動
量。「事業の
手段」に対
応）

事業名

【担当課】

宮城大学新学部設
置事業

【県立大学室】

事
業
番
号

事業の
対象

成果指標の値

H１６

（誰・何を対
象として）

事業費
（決算(見込)額，千円）

施策を構成する事業の分析

活動（事業）／活動（事業）によりもたらされた結果 活動（事業）によりもたらされた成果

業績指標の値

（事業の成
果。「事業の
目的」に対
応）

（対象をどういう状
態にしたのか）

単位当たり事業費（千円）

事業の目的
（意図）

H１８ 成果
指標名
（単位）

H１７ H１８

A

政策名

施策概要

施策番号 5

個性・創造性・豊かな心を培う教育の推進

施策名 大学等高等教育の充実

総務部 県立大学室       関係部課室

###

対象年度 Ｈ１８ 作成部課室

政策整理番号 22 施策番号 5

1政策番号

政策評価指
標／達成度

3 － 7 －

県立大学卒業生の就職率

達成度：A（目標値を達成している），B（目標値を達成していないが、設定時の値から見て指標が目指す方向に推移している）
　　　　　C（目標値を達成しておらず、設定時の値からみて指標が目指す方向と逆方法に推移している），…（現状値が把握できない等のため判定不能）

高度な専門知識や技術を持つ人材の育成により、地域社会や地域経済の発展、学術研究の振興を図るため、大学等の高等教育の充
実を進めます。



施策を構成する事業の方向性

廃止

当事業は、新たな学部を設置す
ることが目的であり、施設整備が
完了した平成18年度をもって終
了している。

方向性 方向性に関する説明

「宮城の将来ビジョン」における位置づけ

取組番号 取組名

施策を構成する事業の分析

事業のほとんどは、新たな学部設置
に必要な施設整備であり、効率性を
判断することは困難である。しかしな
がら、旧宮城農業短期大学の講義
棟、実験棟や管理棟など、多くの建
物を改修により再利用し事業の効率
化を図っている。

「地域の発展をリードし、世界に貢献で
きる人材を育成するとともに、学術・文
化の向上と豊かで活力のある地域社
会の形成に寄与する」ことが県立大学
である宮城大学の理念であり、県行政
としても人材育成は重要な事業であ
る。また、食産業学部の設置目的は、
県内の国立大学や私立大学に設置さ
れている学部や学科と重複することは
ない。

成果指標の値が出現するのは、完成年
次を迎える平成２０年度末であり、現時
点で成果指標から事業の有効性を判
断することは出来ない。ただし、業績指
標である出願倍率が定員の4倍を超え
る状況にあることから、有効性は高いと
推測される。

【国，市町村，民間団体との役割分担は適
切か】
【施策目的及び社会経済情勢を踏まえた事
業か】
【事業間で重複や矛盾がないか】

【成果指標の推移から見て，事業の成果が
あったか】
【施策目的の実現に貢献したか】

活動（事業）の分析
活動（事業）の次年度（平成２０
年度）の方向性とその説明

B-2 事業の有効性 B-3 事業の効率性

【事業は効率的に執行されたか（単位当
たり事業費の推移その他から）】

B-1 施策実現にむけた県の関与
の適切性と事業設定の妥当性

【評価の根拠】
※施策を構成する事業の分析「B-2 事業の
有効性」を総括して記載

適切 有効

本施策での県の役割は国の指導
の下、県立大学を設置・運営する
ことである。事業内容は宮城大学
に新たに食産業学部を設置するこ
とであり、施策目的を実現するた
めに必要である。

概ね効率的
【評価の根拠】
※Ｂ－１，２，３を総括し施策を総合的に評価

Ｂ－３　事業群の効率性 概ね適切

Ｂ－１，２，３　施策を構成する事業群の評価 B　施策評価（総括）

Ｂ－１ 施策実現にむけた県の関与の
適切性と事業群設定の妥当性

Ｂ－２　事業群の有効性

【施策の次年度（平成２０年度）の方
向性】※この施策における今後の課題等を記載

・事業そのものは、施設整備事業であ
り、平成18年度をもって終了してい
る。

政策評価指標「県立大学卒業生の
就職率」からは宮城大学新学部設
置事業の有効性を判断することは
出来ないが、学生の教育・研究環
境の向上を図るための事業であ
り、業績指標である出願倍率が定
員の4倍を超える状況にあることか
ら、有効性は高いと推測される。

政策評価指標及び社会経済情
勢データから効率性を確認でき
ないが、事業は計画どおりに実
施されたので、概ね効率的であ
ると判断できる。

・妥当性が「適切」、有効性が「有効」
そして効率性が「概ね効率的」である
ことから判断して「概ね適切」と判断す
る。

【評価の根拠】
※施策を構成する事業の分析「B-3 事業
の効率性」を総括して記載

【評価の根拠】
※施策を構成する事業の分析「B-1 事業へ
の県の関与の適切性と事業設定の妥当
性」を総括して記載



政策評価指標分析カード（整理番号１） 22

対象年度 Ｈ１８ 作成部課室 総務部 県立大学室       関係部課室

833715 政策整理番号

政策名 個性・創造性・豊かな心を培う教育の推進 3 － 7 － 1政策番号

施策番号 5 施策名 大学等高等教育の充実

政策評価指標 単位

県立大学卒業生の就職率 %

目標値 Ｈ１７ 76.5 Ｈ２２ 85

評価年 初期値 Ｈ１２ Ｈ１３ Ｈ１４ Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８

測定年 Ｈ１５ Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８ Ｈ１９

現況値 73.0 73.0 75.0 77.9 76.1 83.4

仮目標値 76.5 78.2

… Ａ Ａ Ｂ

・県立大学卒業生の就職率は、その時期の社会情勢などの影響を受けることから、必ずしも意図する方向性を示さない場合もある。
・しかしながら県高等教育機関として県立大学を設置する意義は、地域社会に貢献できる人材を育成し、地域の学術文化の向上と豊かで活力ある地
域社会の形成であることから、卒業生が社会に受け入れられるかという尺度としては有効である。

・達成の背景
　大学に設置されている「キャリア開発室」が提供する豊富な各種就職情報や充実した就職ガイダンスやセミナーの開催に加え、キャリア開発室の専
門キャリアカウンセラーが行う学生一人ひとりに対する丁寧な相談など、学生に対する進路指導が充実している。また、看護学部では、「キャリアガイダ
ンス」を通じて国家試験対策を含めたきめ細かな進路選択をバックアップし、事業構想学部でも、全国に先駆けて「キャリア開発｣を必修科目として、
キャリアの概念から自分のキャリアプラン作成までを論理的に学んでいる。加えて、社会情勢も、景気回復や団塊世代の大量退職に伴う企業等の人
材確保意欲が高まっている。以上のような状況から、政策評価指標「県立大学卒業生の就職率」は、目標を達成できた。
・今後の見通し
　平成17年4月に新設した「食産業学部」では、平成21年3月に第一期生が卒業する。大学全体の卒業生の約３０％を占める食産業学部の動向が大
きく影響すると思われる。企業・公共団体等の新たな学部に寄せる期待の大きさが計り知れないが、食産業学部でも教職員一丸となって学生指導に
当たっており、現状程度は確保できると思われる。なお、「宮城大学新学部設置事業」は、平成18年度で終了した。

政策評価指標の妥当性【施策の有効性を評価する上で適切な指標か】

達成度：A（目標値を達成している），B（目標値を達成していないが、設定時の値から見て指標が目指す方向に推移している）
　　C（目標値を達成しておらず、設定時の値からみて指標が目指す方向と逆方法に推移している），…（現状値が把握できない等のため判定不能）

達成状況の背景（未達成の場合はその理由等）・今後の見通し

政策評価指標の概要

県立大学卒業生のうち，就職内定者の割合（５月１日現在）

79.9

達成度 Ａ

74.8

施策番号 5

政策評価指標の選定理由

・宮城大学は，学術文化の振興，知性と人間性を備えた人材の育成により，地域産業及び社会の発展に寄与することを目的に掲げ，「高度な実学」と
「人間性」を身につけた人材を社会に送り出すことを基本理念としている。
・したがって，政策評価指標としては，本学の教育研究により社会が求める人材が育成され，いかに多くの卒業生が社会に受け入れられるかという観
点から，「県立大学卒業生の就職率」（大学院などへの進学者を含む全卒業生のうちの就職者の割合）とした。

65

70

75

80

85

90

Ｈ
１１
Ｈ
１２
Ｈ
１３
Ｈ
１４
Ｈ
１５
Ｈ
１６
Ｈ
１７
Ｈ
１８
Ｈ
１９
Ｈ
２０
Ｈ
２１
Ｈ
２２

現況値 仮目標値



 


